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１．はじめに  

近年，日本では道路橋床版の劣化が深刻な社会問題になっており，高速道路橋では，大規模な更新を必要とする

床版に対して，床版の取替工事を実施している．寒冷地や山間部における凍結防止剤散布量や海岸線における飛来

塩分量が多い橋梁では，塩害によりコンクリート床版が劣化している．コンクリート床版は適切な維持管理が必要

であるが，日本では今後ますます技術者不足や維持管理費・更新費の増加が深刻になると考えられる．そのため，

将来の維持管理の負担をできるだけ小さくしていく必要があり，今後新設されるコンクリート床版は耐久性の高い

床版構造が望まれる．このような社会的な背景を鑑み，鉄筋や PC 鋼材などの腐食する可能性のある鋼材を一切使

用しない「超高耐久床版（以下，Dura-Slab）」を開発した 1)．Dura-Slab の実用化に向けて，計画通り建設が可能で

あることや，床板本体及び接合部が設計で想定している通りの挙動となることを検証するため，実証橋を製作した．

本稿では，施工手順を概説し，その結果について報告する． 

２．Dura-Slab の概要 

Dura-Slab は，設計基準強度 80N/mm2 の高強度繊維補強コンクリ

ートと緊張材としてアラミド FRP ロッドを使用し，鉄筋や PC 鋼材

等の腐食する可能性のある材料を一切使用していないリブ付きの

プレキャスト床版構造であり，二次製品工場で製作される．なおコ

ンクリート内に混入する短繊維は非鉄製であり剥落防止効果もあ

るビニロン繊維としている．Dura-Slab 概要図（実証橋）を図-1 に

示す． 

３．Dura-Slab の接合部 

Dura-Slab は，耐久性確保のため床版上面には孔を設けないこと

をコンセプトとしている．図-3 のように床版下面にずれ止め孔の

箱抜きを設け，スタッドと接合する．箱抜き周りに補強材が必要な

いことを試験で確認している 2)．また，図-4，写真-2②のように床

版パネルを設置後，縦締めのジョイントを接合するために床版パネ

ルをスライドする必要がある．ずれ止め孔の箱抜きの大きさはスラ

イド量を考慮している．図-1に示すパネル間目地の幅は，無収縮モ

ルタルを確実に充填する隙間寸法から 30mm とした．スタッドによ

る鋼主桁との接合では，無収縮モルタルを鋼主桁のフランジと床版

のすき間から注入し，水平目地およびスタッド箱抜き部を同時に無

収縮モルタルで充填する．写真-1 のように透明な型枠を使用した

試験体で全体に無収縮モルタルを填できることを確認した． 
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図-1 Dura-Slab 概要図（実証橋） 

写真-1 ずれ止め孔
箱抜き部充填試験 

横締め（アラミド FRP ロッド） 
【プレテンション方式】 
 

パネル間目地 縦締め（アラミド FRP ロッド） 
【ポストテンション方式】 
 

ずれ止め孔 
箱抜き部 
（スタッド接合） 

スタッド 

図-3 Dura-Slab 接合部 
（断面図） 

排出 

注入 

無収縮モルタル 

図-4  床版パネルのスライド 

STEP1:床版パネル設置 
  

STEP2:床版パネルスライド 
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４．実用化に向けた実証橋の建設 

実証橋は，Dura-Slab の実用化に向け，施工性および

構造全体の安全性を検証することを目的として建設し

た．大きさは，図-5 のように橋長 11.0m，支間 10.0m

の単径間 3 鋼主桁に，幅員 6.0m の長さ 2.47m の標準

パネル 2 枚と長さ 2.965m の端部パネル 2 枚の Dura-

Slab を架設した．床版パネル設置後は，床版間の目地

を無収縮モルタルで打設し，9 本束のアラミド FRP ロ

ッドを緊張後，縦締め孔を無収縮モルタルで充填し定

着した．最後に，床版下側から水平目地およびスタッ

ドのずれ止め孔箱抜き部を無収縮モルタルで同時に充

填した．建設状況写真を写真-2に示す． 

５．結果とまとめ 

Dura-Slab の実証橋において，床版パネルの架設では床版パネル

をスライドし，箱抜き孔とスタッドの干渉もなく計画通り設置す

ることができた．次に，パネル間の目地の充填は漏れもなく計画通

り施工でき，アラミド FRP ロッドの緊張も直線配置のため摩擦 0

で管理でき計画通り緊張することができた．最後に，床版下側から

水平目地およびスタッドの箱抜き孔の充填作業も，何点か小さい

課題はあったが，無収縮モルタルが詰まることなく計画通り充填

することができた．実証橋の完成写真を写真-3に示す． 

Dura-Slab 実証橋の建設の課題として，製作時の脱枠がスムーズ

にできなかったことや，排気口ホースの配置が集中してしまった

ことや，床版下での注入作業では注入後のホースが固定しづらかったこと等が挙げられる．これらの課題を解決す

るとともに本施工試験の結果を活用し，世界初となる Dura-Slab の高速道路への採用を目指す． 
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写真-2 Dura-Slab 実証橋 建設状況 

図-5  Dura-Slab 実証橋 構造一般図 

①床版パネル架設状況 ②床版パネル架設状況（スライド前） 
 

③水平目地およびスタッド箱抜き部 
無収縮モルタル充填状況  

写真-3 Dura-Slab 実証橋 完成写真 

橋面全景 
 

実証橋全景（スロープ埋め戻し
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